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三菱電機の環境への活動の切り口

・全ての事業活動について
「MET」の切り口から
環境負荷低減に取り組む

ファクターXとは

分子は製品機能向上、分母は環境負荷低減で評価
技術進歩がもたらす豊かさの向上（製品の性能や機能）と資源
延命への貢献度（エネルギー･資源消費）の両方を評価する指標
であり持続可能な社会の実現に向け有効な手段とされる

「ファクター４」、｢ファクター10」等は根拠の
ある目標値

90年代前半にワイツゼッカー博士(独ブッパタール研究所)が持
続可能な社会を実現するには1/2の資源消費で生活水準を２倍
にすべき「ファクター４」を発表

その後、同研究所のシュミットブレーク博士はファクター４で
は不十分で「ファクター10」が必要と提唱

LCAとは違う
「環境負荷の低減度」だけでなく「製品品質向上度」、「性能
向上度」など設計者の努力、成果が数値で表現できる。未来志
向の明るい指標である
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ファクターＸを採用する目的

エコプロダクツを創出する原動力
持続可能な社会を実現するための有効な指標
（世の中からも注目が高い）
定量的達成目標として中長期目標への利用

技術者へのインセンティブ
未来志向の明るい指標を採用し、製品の技術開発度を
正当に評価する

企業のブランドイメージ向上
基本的考え、方式を情報公開しつつ、先行的取り
組みとして指標開発

環境効率＝製品の性能÷製品の環境負荷から、

ファクター（新旧製品の環境効率の向上度）

新製品の性能

旧製品の環境負荷

＝
旧製品の性能

新製品の環境負荷

＝ 性能の改善度 ×
環境負荷の低減度

１

＝ 性能ファクター （※1） × 環境負荷ファクター（※2）

※1 今回明確化のため算出式に追加

※2 性能改善＝１と見做し環境負荷の改善度を以ってファクターとする当社の従来の考え方

＝
環境負荷の低減度（環境への影響）

性能の改善度（生活の価値）

製品の質、サービス
を向上

環境の負荷を小さく

「新しい豊かさ」を実現する製品のための
「ものさし」－「ファクターＸ」を提唱します
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標準化にむけての第一歩

三菱電機、日立、松下、富士通の４社が
（社）産業環境管理協会の元で手引書を発行

原理、原則を標準化

具体論、手法までは
標準化に至らず

目的は、ファクターの市場
での価値を高めること

今後、一層の普及が
期待される！

三菱電機のファクターX

基準製品（原則として1990年の社内製品）との比較と
する

分母、分子の寄与の透明化
製品機能の向上度、環境負荷低減度の向上度の寄与を透明化する
ために、トータルとしてのファクターを、性能ファクター（分
子：製品性能の向上度）及び環境負荷ファクター（環境負荷の低
減度）の両面から評価し、積算の形で示す

ファクター＝性能ファクター×環境負荷ファクター

環境負荷をMET指標で評価し、ベクトル合成で統合化
METのどれかがゼロになっても評価が可能

バランスの取れた改善をしないと飛躍的な向上が難しい
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性能ファクター

基本機能と製品寿命の積算で評価
製品性能、品質など基本機能に複数指標がある場合にはそれらを
加算し統合化。明確に性能向上度が数値化できない場合は１とみ

なす。

製品の性能指標は、製品毎に定める
製品の性能指標は、JIS規格など公的な基準等に基づき定量的に測
定、計測され、再現性を担保

製品の性能指標は、社外に開示済みのもの、開示可能な数値を用
いる

製品の性能指標は、「基本機能」で評価し、「付加機能」では比
較しない。

「基本機能」及び「製品寿命」が共に向上する場合に限り、「基
本機能×製品寿命」を製品の性能指標と見做す。その際には、
MTBF等の明確な値で比較。

製品の性能指標は、社内製品間での比較。他社製品の指標値とは
比較しない

環境負荷ファクター

環境負荷は「MET」の３軸と見做し、ベクトル
合成し統合化する。

循環しない資源消費量（M）
循環しない資源消費量

＝ﾊﾞｰｼﾞﾝ資源消費量＋ﾘｻｲｸﾙされず廃棄される量

＝（製品質量－再生材・再生部品の質量）

＋（製品質量－再資源化可能質量）

消費電力量（E）

環境リスク物質の
含有（T）
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三菱電機グループにおける三菱電機グループにおけるファクターファクターXXへの取組みへの取組み

基本機能×製品寿命で評価

ファクター＝性能の改善度（生活の価値）×
環境負荷の低限度（環境への影響）

１

＝ 性能ファクター × 環境負荷ファクター

環境負荷をMETの３軸で評価し、

ベクトル合成し統合化
Material：循環しない資源消費量※

Energy ：消費電力量
Toxicity：環境リスク物質の含有

※バージン資源消費量＋リサイクルされず廃棄される量
1 1

1

T

E

M

0.37

0.55

0.88

基準製品の環境負荷＝√3

評価製品の環境負荷＝√0.552+0.372+0.882

ファクター１．７４ ＝ 性能ファクター２．５００×環境負荷ファクター１．５８２

電力計測ユニット（ EcoMonitorPro）の環境負荷ファクター算出データ

Ｍ ①製品質量 0.282 ｋｇ 0.155 ｋｇ

　　　鉄 ｋｇ ｋｇ

　　　銅 ｋｇ ｋｇ

　　　アルミ ｋｇ ｋｇ

　　　樹脂（再生材）　※１ ｋｇ ｋｇ

　　　樹脂（非再生材） ｋｇ ｋｇ

　　　その他 0.282 ｋｇ 0.155 ｋｇ

②再生材の質量　※２ 0 ｋｇ 0 ｋｇ

③再利用部品の質量 ｋｇ ｋｇ

④３Ｒ材質量（②＋③） 0 ｋｇ 0 ｋｇ

⑤バージン資源消費量（①-④) 0.282 ｋｇ 0.155 ｋｇ

⑥再資源化可能質量（３Ｒ可能） 0.027 ｋｇ 0.0163 ｋｇ

⑦再資源化不可能質量（①-⑥） 0.255 ｋｇ 0.1387 ｋｇ

Ｅ 消費電力量(E1) 0.0043 kWh 0.0021 kWh

待機時消費電力量(E2) 0.0035 ｋWｈ 0.00060000 ｋWｈ

計

Ｔ はんだ中の鉛使用量(T1) 0.800 g 0.700 g

カドミ使用量(T2) 0.000 g 0.000 g

水銀使用量(T3) 0.000 g 0.000 g

六価クロム使用量(T4) 0.000 g 0.000 g

ＰＢＢ使用量(T5) 0.000 g 0.000 g
ＰＢＤＢ使用量(T6) 0.000 g 0.000 g

計

基準製品（９８年相当） 評価製品

基準製品 (単位） 評価製品 (単位）

Ｍ ２×質量-３Ｒ-３Ｒ可能（⑤＋⑦） - kg - kg 1 0.54692737

Ｅ 消費エネルギー量削減 - kWh - kWh 1 0.36598843

Ｔ リスク物質削減 - g - g 1 0.875

1.7321 1.0949環境負荷（ＭＥＴ合成値）
環境負荷ファクター 1.5820

環境負荷ファクターの算出
定量データ

基準製品 評価製品
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その他の製品でのファクターX試算結果
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マルチビジョンプロジェクタ　F3.80

ディスプレイモニタ　F3.70

ジェットタオル　F3.19

携帯電話　F2.42

ノートパソコン　F1.94

洗濯機　F4.3

エコモニタ　F3.95
パワ－デバイス　F2.89

板金用レーザ加工機　F3.11

産業用ロボット　F2.16

EGRバルブ　F2.6

エアコン　F1.74

ブラウン管　　F1.73

カーナビ　　F1.83

ロスナイ 　F1.90

表示装置　F1.38

PVモジュール　F1.49

CTV F1.44

変圧器(TX)

　F1.20

変圧器(EX)

 F1.14
車両 F1.09

ファクター２

ファクター3

ファクター４

ファクターの課題と将来

指標の認知度
環境効率フォーラム（事務局：JEMAI）へ参画し、指
標開発と標準化、啓発を行っていく

暫定版としてＭＥＴ方式で評価しつつ、当社方式の定
義､考え方について充分説明していく

設計技術者へのインセンティブ、エコプロダクツ
創出のためのドライビングフォース
長期計画として、持続可能社会の実現へ向けて当面の
目標である「ファクター４」へ挑戦する。

製品の機能･サービス向上度の評価
製品の性能／機能向上評価の検討を継続し、精度を向
上させていく

顧客からの製品環境情報の要請


